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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制と当社が約束したことを遵守します。

２ ． 脱炭素化社会に向けて電力や燃料の二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 循環型社会に向けて廃棄物の発生抑制や再資源化に務めます。

４ ． 水資源の有効利用のため水の削減に努めます。

５ ． 溶剤など化学物質の適正管理に努めます。

６ ． 環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

倉科 哲寛

2023年7月30日

　私たちは、開発センター・テクノセンター・技術センター等のR&D関連のお客様に、設計・試作・加工技術の40年以上の経験を基

にしたVA/VE提案を行い、お客様の製品開発がスムーズに進むよう、デザイン・設計から試作、部品加工、組立てまで一貫サポート

サービスを提供しています

　その為に、経営方針の中に、環境経営方針を定め、事業活動、製品、サービスの全てにおいて、全員参加の活動によって、環境マ

ネジメントシステムの継続的維持・改善を図り、地球環境保護と汚染防止に取り組みます

環 境 経 営 方 針

代表取締役社長

2019年10月1日

改定日：

制定日：

　社員の人生を何よりも大切にする為、事業活動はサステナブルでなくてはいけません。

美しい環境、安全な環境は努力しなければ永く続きません

私たちは地域環境や生活環境を向上させるため、全社一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまい

ります
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更新日：

（１） 名称及び代表者名
ニッキトライシステム株式会社
代表取締役社長　 倉科 哲寛

（２） 所在地
本社・工場 〒390-1243　長野県松本市神林7107-37松本臨空工業団地

資材倉庫 〒399-0033 長野県松本市笹賀5487-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 経営企画グループ 丸山　友恵 TEL：0263－47－8883

担当者 経営企画グループ 飯ヶ浜　隆 TEL：0263－47－8883

（４） 事業内容

（５） 事業の規模
売上高 億円 2022年度

従業員　　　　　 名 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 3 月 1 日 ～ 2 月 28 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： ニッキトライシステム株式会社

対象事業所： 本社・工場

資材倉庫

活動： 全組織での活動

□事業や製品（商品）の紹介

組 織 の 概 要

35 0

2023年7月30日

6.5

本社・工場 資材倉庫

工業デザイン・各種設計の請負い、試作品の製作、切削や成形による工

業部品の製造、量産設備・機器及び治具の設計製作

2,145.76 3,010㎡

合計
35名

864.18

精密加工部品 小中ロット量産加工部品

開発製造製品

社員総会や合宿研修での計画策定の様子
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

環境経営組織及び役割・責任・権限

社長 倉科 哲寛

飯ヶ浜　隆

2021年12月12日

丸山　友恵

コーディネート
G

ソリューション
G

提案加工G 経営企画G

従業員の集合写真などをいれましょう

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任者
環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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単位
kg-CO2

kg

kg
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

2018年

現在 省エネ、ハイブリッド車

2030年 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

2050年 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力
燃料で残る分は太陽光発電の売電分で相殺し、実質ゼロ

主な環境負荷の実績

　産業廃棄物排出量 10,316

項　目
二酸化炭素総排出量 381,316

0.472

※中部電力ミライズ　2022年度

4,762 5,213 2,371　一般廃棄物排出量
7,658

廃棄物排出量

377,342 386,942

535 498

2020年 2021年 2022年

16,704

水使用量 533

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

44t 334t

45t 342t

22 158t

化石燃料 電力

22t
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□環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇

〇
✕

✕

✕

〇

✕

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

kg 4,414

・パソコンの省電力設定（電気）

4,282

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,764

2021年 99% 91% 98%

2月1月12月11月10月9月8月7月

97%

63,264 62,960 72,55860,810 55,475

106% 98%

97%

63,264

58,82458,008

64,646

61,871 66,217 61,693

0.021

60,924 65,243

11,396

1,716

55,799 58,591

97%

60,713

57,020 59,612 56,384 58,382 58,519

60,154

5月4月3月 6月

55,948

基準年度比 2021年

数値目標

99%

✕ 【評価】総量では基準年比99％目標概ね達成となった。売上高原単

位評価が高かった。

【次年度の取組】

・今年度の取組項目の継続・強化

・水銀灯のLED化推進、機械始動停止ロス削減：自動化、機内検

査、ツール条件等（電気）、省エネタイプ(エネルギー効率の高い）エ

アコンへ更新

・使用していない部屋の消灯（電気）事務所 ○

環境に配慮した製品・サー

ビスへの取り組み
行動目標（次項による）

課題を解決しチャンスを活

かす取組
行動目標（次項による）

原単位目標 〇

0 　

・５Ｓのレベルアップによる生産効率の向上（電

気）

△

・空調温度の適正化：冷房28℃、暖房

20℃（電気）事務所
×

達成状況

○

1,800 1,782 1,900

㎥ 546
基準年度比

1,746kg

（目標）

評

価

0.021

（目標）

11,631 13,154

97%

32,068 35,640kg-CO2

4,370

385,089

98%99%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 392,948 389,019 386,942

99%

自動車燃料による二酸化

炭素削減

0.021

99% 112%
kg-CO2 11,748

0.016 0.021

kg-CO2 344,832 341,384 341,721 337,936

原単位 kg/千円

　　　　　　　　  　　　　　　　　年　度

　　項　目

2021年 2022年

（目標）

産業廃棄物(切粉)の削減

530

98%99% 88%

原単位 kWh/千円

35,277

381,160

一般廃棄物の削減
kg 1,769

97%

1.272 1.113 1.259 1.246

（実績）

2023年 2024年

基準年度比 2021年
36,00436,368LPGによる二酸化炭素削

減

水道水の削減
541 498 535

電力による二酸化炭素削

減 基準年度比 2021年

1.285

（基準年)

98%
11,513

基準年度比 2021年

基準年度比 2021年 128%
5,666 4,326

1,734 2,371 1,734
基準年度比 2021年 98% 134% 98%

334,487

99% 98% 97%

97%

クーラント使用量削減

0

50,000

100,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

電力（kWh） 2021年 2022年
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LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年 0 0

12月

653

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月 1月

0

3月 4月

692

0

212 633

585
521 329

472
767

○

427 446 434

【評価】新型コロナウィルス感染予防の影響が限定的になり自動車使

用が復活しつつある。

【次年度の取組】

・今年度の活動を継続する。

・更新時に低燃費車を選択する。

・エコドライブの実践（ガソリン）

422 495
477

11月

516 531
286345

0 0 0

1月

429

2月
00 0 0 0 0

0 0

0

438
418

557
417

8月 9月 10月

8月 9月 10月 11月

2月

466 353

248 1,271756280

8月
1,127

0

【評価】上半期GHP故障によりLPG使用量が低減した。下期はGHP

修理により従前の使用量に戻った。

【次年度の取組】

・空調温度の適正化

・更新機器制定時の省エネ機選択

1,998 2,5561,075 1,075

5月 6月 7月 9月

556

・空調温度の適正化：冷房28℃、暖房20℃

（プロパンガス）

10月 11月 12月 1月 2月
219 438

6月 7月

0 0 0 0 0
11 0 0 0 0

○

0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,386

原単位目標 〇

2,313 2,391 362

0 0

2,227
3月 4月

数値目標 〇

数値目標 ✕

361 1,386

0

0

3月

426 450 397

4月 5月

5月 6月 7月

0

1,000

2,000

3,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

LPガス（kg） 2021年 2022年

0

200

400

600

800

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

5

10

15

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

産業廃棄物(切粉)の削減

取組紹介欄

0

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

90

0 79

1月
0 83

0 84

9月 10月 11月 2月8月
101

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月

171 0

0

8月 9月

12月

6月

94 0 74

0 93

0 82 0 85

091
7月
00 88 0

5月

1月11月

0

06390 639
2月

0

434

取組結果とその評価、次年度の取組計画

912

129 0 268 0

771 0
326 0749 0 929

12月

✕ 【評価】大幅目標未達となった。

【次年度の取組】工程改善し、削減に繋げる。

【評価】水道水の削減は概ね達成した。

【次年度の取組】洗浄工程の再見直しと、手洗いの手順化の再定着

が必要である。

1360
8月 9月

【評価】未達だった。

【次年度の取組】

・今年度の取組を継続すると共にペーパーレス化の推進を行う。

225307 65 107
2月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

107
10月

・素材別ドラム缶の設置 ○

達成状況

達成状況

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ×

・両面コピーの活用 ○

23 200 265 115 55

・梱包材の再利用

5月

数値目標

103

・分別の徹底 ○

650 137

6月 7月3月 4月

244

×

12月

0

3月 4月

数値目標 ✕

234

0
3月

・自動水栓取り付け

〇

・トイレに擬音装置取り付け ○

0

△

達成状況

数値目標

1月11月
0 849 554

4月 5月 6月 7月

753 584 668 745 0
873

・リサイクル業者の活用 ○

・作業ミスによる廃棄量の削減 ×

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
×

0

50

100

150

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

200

400

600

800

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

500

1,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

切粉産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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クーラント使用量削減

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

課題を解決しチャンスを活かす取組

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕

達成状況

【評価】日常の活動が取組に繋がっている。

【次年度の取組】数値目標の検討。・企業価値向上による顧客獲得 △

・事業拡大のための資金調達、人材確保 ×

達成状況

△
×

0

【評価】目標未達成だった。

【次年度の取組】クーラント汚染対策を検討する。・容器の蓋の徹底

・再生資源の利用 △ 【評価】日常の活動が取組に繋がっている。

【次年度の取組】数値目標の検討。・省エネ設計 ×

・環境配慮製品の販売促進

△

・作業ミスによる使用量増加の抑制 △

・代替物質の検討 ×

取組結果とその評価、次年度の取組計画
0

達成状況

・新製品・商品開発
・働き方改革

×

・省資源設計

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・技術の継承 △

△
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□外部からの環境上の苦情・要望等

緊急事態の想定： 避難経路の確認

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

省略

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練

顧客要求事項 環境管理、品質管理　

業務用空調機 エアドライヤ、オイルコン

2022年6月13日　午後6時～ 　　　大ホール

2022年度は外部からの環境上の苦情・要望等はありませんでした。

 ・計画どおり周知できた。 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

全社員

非常口の確認。各作業場からの避難経路の確認を行った。誘導灯と非常口をスライドで周知した。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

空圧機　22kW 2台 空調機　15kW 2台

該当する設備・項目

騒音規制法
水質汚濁防止法
フロン排出抑制法

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認
環境関連法規制等名称

・油事故時の措置と届出

廃棄物処理法
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

代表者による全体の評価と見直し・指示
2023年5月31日※見直し年は2023年

　二酸化炭素排出量が自動計算できる、「ＣＯ2電卓」の開発・販売を実施してきた。現在は、プラスチックや金属の試作品を短時間

で効率的に製作し、廃プラスティック削減、二酸化炭素排出量の削減し、持続可能な美しい地球環境を維持するため、全社員に環境

保全に関する意識を高め活動している。
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